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グランタ (grantha)文字は、南インドにおいてきわめて重要な文字であるが、

インドを専門とする人でも知らないのが普通である。ところが、東南アジアを

専門とする人は名前だけは知っていて、「グランタ文字が東南アジアのいろん

な文字の起源ですよね」と簡単に口にする。

グランタ文字で印刷されたテキストを日常扱っている私のようなものにとっ

ては、「ちょっと待ってくださいよ」と言いたくなる発言である。グランタ文

字は現役の文字であり、東南アジアの文字の起源となった 10世紀以前の文字

からは大きく変化しているものだからである。

そもそも「グランタ」というのは、「結ぶ」という動詞に由来して、規則に

従って配置された語、「詩節」「作品」を意味するサンスクリット語である（通

俗的には貝葉の束を紐でまとめるところから「本」を意味すると理解されてい

る）。これから転じて、南インドのタミル・ナードを中心とする地方で、現地

のタミル語ではなくサンスクリット語を表記するための文字をグランタ文字と

呼ぶこととなった。

最近ではタミル・ナード州でも、ナーガリー文字に押されて、使用する人の

数はごく少なくなったが、30年くらい前まではタミル・ナードのバラモンはグ

ランタ文字だけをサンスクリットのテキストの読み書きに使うのが当たり前で

あった。今でも、50代くらい以上のバラモンでグランタ文字しか読めない人

も多い。そのため、20世紀の前半には、特にシヴァ教の文献を中心とするテキ

ストが、グランタ文字で数多く印刷・出版されている。

ヨーロッパでも、最初期のサンスクリット語教科書の一つはグランタ文字を

用いて書かれている。1790年の Bartholomaeoの「サンスクリット文法」とい

う本が、ラテン語とグランタ文字で書かれている。この本を見た人が、グラン

タ文字こそサンスクリットにふさわしいと、グランタ文字を印刷できるソフト

を探しているのをネットワーク上で発見して、私も驚いた次第である。

さてまずグランタ文字とはどういう文字であるのか、タミル文字と比較しな

がら見てみよう。



母音

転写記号 a à i ã u æ í î ï ð e ai o au aõ aö

グランタ a A i I u U R RQ Y YQ e Ee @ @O aM aH

タミル a A i I u � e � o ow

子音

転写記号 ka kha ga gha ÷a

グランタ k| K| g| G| V|

タミル � �

転写記号 ca cha ja jha øa

グランタ c| C| j| J| f|

タミル � (é) �

転写記号 ùa ùha úa úha ûa

グランタ w| W| x| X| N|

タミル � �

転写記号 ta tha da dha na

グランタ t| T| d| D| n|

タミル ¡ ¦

転写記号 pa pha ba bha ma

グランタ p| P| b| B| m|

タミル « °



転写記号 ya ra la va

グランタ y| r| l| v|

タミル µ º ¿ Å

転写記号 üa ýa sa ha

グランタ z| S| s| h|

タミル (ò) (ã) (æ) (ì)

転写記号 óa kýa

グランタ L| ~|

タミル Ï (ï)

タミル文字とグランタ文字は、タミル語を書くためとサンスクリット語を書

くためという別々の目的のためではあっても、共通の環境の中で発展してきた

文字であり、両者がかなり似通っていることはご覧の通りである。タミル語の

中のサンスクリット語起源の言葉を表示する際には、通常は saを caで表示す

るようなことが行われるが、場合によっては上の表で括弧の中に示したグラン

タ文字からの借用文字が使われることもある。

グランタ文字も、その他のインド系文字と同様に、a以外の母音は上下左右

などに付加される。kの子音に着く例をあげると以下のようである。

k ka kā ki kı̄ ku kū k
˚
r k¯

˚
r k

˚
l k¯

˚
l ke kai ko kau ka

˙
m ka

˙
h

k" k|k ¨ Ð kú kû kü ký kY kYQ Ek|EEk|Ek kO k|M k|H

グランタ文字は、サンスクリット語を書くための文字であるから、複雑な子

音の組み合わせを表記できなければならない。しかし、結合文字の数はナーガ

リー文字ほど多くはない。一般的に用いられるのは以下の 18である。

kta jja jña ñca ttha tva ddha dva nta ntha nda ndha nna nva ´sra
˙
s
˙
ta hma

�|�|�|�|�|�|�| �|�|�|�| �| �|<|̂ |�|�|

これ以外の場合には、テルグ文字やカンナダ文字の場合と同様に、文字

を上下に積み重ねていく。たとえば、sva s�|や hta h�|などのようである。



gurossvārthamgúEr s�$ Tq|÷（「グル自らのために」）のように３段重ねも

ある。結合文字の中で多用される yと rについては、�（子音群の後に来る y）

と q (子音群の前に来る r、ただし位置的には最後に来る)と F（子音群の後に
来る r）という半字形がある。たとえば、svātantryas� t|�F�|（「独立自存」）
などである。また、下付文字の結合形も、pañcatattvamantrap|�|t|tþ|m|�F|（「５
原理のマントラ」）のような形で用いられる。おなじ trの結合でも astraas=|
（「武器」）のように、結合形の下付文字になる場合もある。

私の知る限りで、通常のサンスクリット語での最大の子音結合を含む語であ

る kārtsnyaはk õs��q|（「全体」）と表記される。tと nとmだけは、通常の

ハラント記号 "によって母音のない状態を示すのではなく、独立した単独子音
形 t õ n ö m ÷を持っているからである。
このように生きて使われているグランタ文字を見慣れている目からは、「グ

ランタ文字が東南アジアの文字の起源」という言明は、とんでもない間違いと

言いたくなる。なぜなら、梵字（悉曇）はナーガリー文字に由来しているとい

うようなものだからである。しかし、「タミル・ナードにおいてサンスクリッ

ト語を書くために用いられる文字」とグランタ文字を定義すると、4～5世紀以

前のブラーフミー文字をのぞいたものがこの定義に当てはまるので、現在に至

るまでの字形の変遷を無視して、6～7世紀頃のパッラヴァ朝の文字も単純に

グランタ文字と呼ぶことも多い。だが、正確を期すならば、パッラヴァ文字あ

るいはパッラヴァ・グランタ文字が東南アジアの文字の起源となったと言う方

が遙かに好ましいのである。

以上のグランタ文字の表記に用いたのは、今回私が Metafontで開発したグ

ランタ文字フォント�1であるが、私の知る限り、グランタ文字のコンピュータ

フォントは世界中で誰も開発していないので、これが一般の書籍に載る初めて

のグランタ文字のコンピュータフォントということになろう。

�1 これは、平成 11～12年度文部省科学研究費補助金特定領域研究 (A)(2)「古典学のための多
言語文書処理システムの開発」の成果の一部である


